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①  4/6,7 導入―レポートについて 
② 4/13,14 資料検索１―図書館の利用法、        *協賛科目履修受状況の確認 
③ 4/20,21 資料検索２―インターネットでの資料検索 
④ 4/27,28 資料の取り扱い方、レポート構成について    *協賛科目履修状況の最終確認 
⑤ 5/11,12 要約・引用について                     *協賛科目レポート課題の確認とその対策１ 
⑥ 5/18,19 要約・引用練習                      *協賛科目レポート課題の確認とその対策２ 
・レポート作成支援を受ける協賛科目の決定 
・協賛科目を履修していない学習者のレポートテーマ決定 
⑦ 5/25,26 意見の展開 
レポート中間発表１、ピア･リーディング（資料検討）１ 
⑧ 6/1,2 「はじめに」を書く 
レポート中間発表２、ピア・リーディング（資料検討）２ 
⑨ 6/8,9 レポート用メモの作成について 
レポート中間発表３、ピア・リーディング（資料検討）３ 
⑩ 6/15,16 本論の展開について 
レポート中間発表４、ピア・リーディング（資料検討）４ 
⑪ 6/22,23 「おわりに」について、レポート提出上の注意、レポート提出 3) 
ピア・レスポンス（レポート用メモの提出と内容検討、レポート検討 3））１ 
⑫ 6/29,30 レポート提出、ピア・レスポンス（レポート検討）２ 
⑬ 7/6,7 レポート再提出１、ピア・レスポンス（レポート検討）３ 





















































協賛科目 月ア 月イ 火ア 火イ 水 金ア 金イ 金ウ 金エ 
レポート提出期限 7/11 7/11 6/24 7/19 7/1 7/22 8/2 7/22 7/22 
作文ⅢA 
履修者 
A   ◎ ○      
B        ◎  
C   ○  ○ ◎ ○   
D  ○    ◎ ○   
E  ○    ◎    
講読ⅢA 
履修者 
G         ◎ 
H ◎         
I ○   ◎      
J  ○    ○ ◎   
K  ○    ◎ ○   
L  ○     ◎   
M  ◎    ○ ○   
N  ◎    ○    

















































































































学習者がレポートを書く際に困難を感じた点 2010年度 2011年度 
パソコンに入力すること 0 1 
資料の引用 * 4 
資料の要約 4 5 
文を書くこと 1 3 
正しい文法で書くこと 4 6 
段落と段落のつなぎ方 1 1 
文章をまとめること 6 4 
自分の意見を表現すること 7 5 
字体や書式、参考文献の書き方などを守ること 4 2 



























































































注5）大井・石川（2006）は、ピアレビューに以下内容のPeer review sheetを使用したとしている。 
(1) Is the composition convincing? Why not? 
(2) Is there enough information for you to understand? What part(s) are confusing? 
(3) Is the writer’s argument coherent? What part(s) are confusing? 
(4) Is the composition objective? Why or why not? 
(5) Is the writer’s argument logically supported? Why or why not? 
(6) Is the composition well organized?  What part(s) are confusing? 
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